
「⾃画撮り被害」などを想定し、情報発信時に気を付けるポイントやリスク予⾒・回避の⽅法を学ぶ

 

⼀般財団法⼈LINEみらい財団（以下、LINEみらい財団）は、和歌⼭県警察（以下、和歌⼭県警）と和歌⼭県教育委員会（以下、和歌⼭県教委）に協⼒し、SNSにおける⻘少年の

性被害等の防⽌を⽬的とした中⾼⽣対象の新たな教材「SNSによる社会への発信を考えよう」（以下、本教材）を共同で開発しました。

和歌⼭県内で中学校を対象に本教材の普及を図るほか、全国で広く活⽤いただけるよう無償で提供します。

 

■教材「SNSによる社会への発信を考えよう」概要

本教材は主に3つの内容で構成されており、まず、ネットやSNSの特性を理解し、情報を発信する際にはどんなことに気を付けるべきか考えます。次に、性的な写真の送受信を⾏

った際に法や条例に抵触する恐れがあるかを考え、犯罪のリスクについて学びます。最後に、性的な⾃撮り写真などを送るよう要求される事案に焦点を当て、被害を防ぐための断

り⽅や第三者へ相談する際のポイントを⾝に着けます。こうした内容を通して、⾃分が被害者にも加害者にもならないよう、リスクを予⾒し回避するための考え⽅や、何かあった

ときの対応⽅法について学べるようになっています。

本教材はワークショップ形式になっており、⽣徒たちが⾃ら考えグループで議論し、考えを深められるように設計しています。また、授業⽤スライド、⽣徒⽤のワークシートのほ

か、教員⽤活⽤の⼿引きもセットになっているため、どなたでもすぐに活⽤いただけるようになっています。

 

<教材のプログラム>

導⼊・アイスブレイク

考えてみよう1 発信する際のリスク

考えてみよう2 犯罪のリスクの判断

考えてみよう3 写真を要求されたら？

まとめ

 

<教材ダウンロード>

教材ダウンロードはこちらからお申し込みください。

和歌⼭県警察と和歌⼭県教育委員会に協⼒し、SNS上のリスクを予⾒し犯罪被害等防⽌
につなげる中⾼⽣向けの新たな教材を共同で開発
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■教材開発の背景

近年、スマートフォンの普及とともにSNSは⾝近な存在となっており、⼦どもたちにとっても⽇頃から友⼈や知⼈とのコミュニケーションをとったり、広く社会に情報を発信した

りするのに役⽴つツールとなっています。その⼀⽅で、だまされるなどして⾃分の裸体を撮影した写真を送信させられるといった「⾃画撮り被害」など、SNSを介して発⽣する⻘

少年の性被害等が問題となっています。加えて、同級⽣に⾃⾝の性的な写真を送らせるなど、⻘少年が加害者となるケースもでています。

そうした現状への対策が必要とされる中で、和歌⼭県警において⻘少年に向けたリスク啓発の実施が検討され、情報モラル教育等のノウハウを持つLINEみらい財団に依頼があ

り、今回の教材開発に⾄りました。教材開発にあたっては、常葉⼤学講師 酒井 郷平⽒※の協⼒のもと、県警、県教委、LINEみらい財団が共同で⾏っています。

 

LINEみらい財団は、今後も、⾃治体や関係機関に協⼒し、財団の持つ情報モラル教育などの知⾒やノウハウを⽣かしながら、⼦どもたちがデジタル社会で⽣きる⼒を養うことを

⽀援してまいります。

 

 

※常葉⼤学教育学部 講師 酒井 郷平（さかい きょうへい）

愛知教育⼤学・静岡⼤学共同⼤学院博⼠課程修了、博⼠（教育学）。東洋英和⼥学院⼤学助教、講師を経て、現職。専⾨は、教育⼯学、教育⽅法、情報教育。情報モラル教育を中

⼼に、学校教育における「現代的な課題」に対する教材開発や調査研究について⼯学的に研究している。主な著書に、『⾏動改善を⽬指した情報モラル教育―ネット依存傾向の予

防・改善―』（2018）などがある。

 

 

■LINEみらい財団について

LINE株式会社は、これまでに取り組んできた⼀連の教育活動から得られた知⾒やノウハウを、LINE個社のCSR活動に留まらず広く社会に還元し、より広域的・永続的に活動する

ため、⼀般財団法⼈LINEみらい財団を2019年に設⽴し、情報モラル教育等に取り組んでいます。

LINEみらい財団HP：https://line-mirai.org/ja/top/
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